
一
般
質
問
に
立
っ
た
神
山
議
員
は
、
５
選
出
馬
表
明
し
た
佐
藤
知
事

の

年
間
の
県
政
運
営
に
ふ
れ
な
が
ら
、
県
民
生
活
と
市
町
村
応
援
の

16
県
政
へ
の
転
換
を
迫
り
ま
し
た

。。

破
綻
し
た
「財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

佐
藤
知
事
は
、
２
期
目
の
途
中
か
ら
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
連
続
し

て
と
り
く
ん
で
借
金
を
増
大
さ

せ
、

年
の
未
来
博
が
終
わ
る
と

01

「
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
立
て
、
緊
縮
財
政
を
と
っ
て
き

ま
し
た
。
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
じ
め
て
メ
ス
が
入
っ
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
と
し
て
も
、

年
01

度
と
新
年
度
当
初
予
算
比
で
は
、

民
生
費
が

億
円
減
、
衛
生
費
は

50

億
円
の
減
、
教
育
費
は

億
円

33

170

減
と
大
幅
削
減
。
一
方
で
、
予
想

一般質問に立つ神山悦子議員（３月３日）

２
月
県
議
会
報
告

日

本

共
産
党

「３大切りすて」は許せません

大型プロジェクトにしがみつき県民のくらし後回し
新
年
度
の
県
予
算
案
（
当
初
９
０
９
６
億
円
）
を
審
議
す
る
二
月
定

例
県
議
会
は
、
２
月

日
に
開
会
し
、
３
月

日
ま
で
の

日
間
の
会

19

19

30

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
神
山
悦
子
議
員
が
立
ち
、
総
括

審
査
会
で
は
長
谷
部
淳
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
案
採
決
に
先
立
ち
、
３
月
９
日
、
社
会
福
祉
関
連
費
を
大

幅
に
減
額
す
る
一
方
で
、
小
名
浜
人
工
島
な
ど
大
規
模
事
業
を
温
存
す

を
越
え
る
県
税
収
入
の
落
ち
込
み
と
小
泉
政
権
の
「
三
位
一
体
改

革
」
に
よ
る
地
方
交
付
税
・
臨
時
財
政
対
策
債
の
削
減
に
よ
り
財

源
不
足
は

億
円
に
。
こ
れ
を
本
来
く
ら
し
に
回
す
べ
き
予
算
を

270

削
減
す
る
こ
と
で
埋
め
合
わ
せ
し
ま
し
た
。
借
金
残
高
は
、
県
民

１
人
当
た
り

万
円
と
な
り
ま
す
。
そ
の
し
わ
よ
せ
を
県
民
や
市

52

町
村
へ
ま
わ
す
と
し
た
ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

「
三
大
切
り
す
て
」
や
め
充
実
求
め
る

と
こ
ろ
が
、
県
は
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
面
で
の
「
三
大
切
り

す
て
」
を
す
る
方
向
を
明
ら
か
に
し
、
県
立
病
院
の
地
方
公
営
企

業
法
の
全
部
適
用
、
県
立
社
会
福
祉
施
設
の
民
間
社
会
福
祉
法
人

へ
の
委
譲
と
県
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
の
方
向
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
神
山
議
員
は
こ
れ
ら
を
強
く
批
判
し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
方
針
を
転
換
し
、
合
併
し

て
で
き
た
自
治
体
へ
１
億
円
を
助
成
し
、
合
併
を
推
進
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
く
ら
し
と
市
町
村
を
応
援
す
る
県
の
あ
り
方
と

し
て
問
題
と
い
え
ま
す
。

る
２
月
補
正
予
算
案
の
反
対
討
論
に
長
谷
部
淳
議
員
が
、

年
度
普
通

02

会
計
決
算
認
定
に
は
神
山
悦
子
議
員
が
反
対
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
当
日
提
案
さ
れ
た
人
事
案
件

件
を
含
め

議
案
の

14

99

採
決
が
行
わ
れ
、
当
初
予
算
案
な
ど
８
件
（
人
事
案
件
２
件
を
含
む
）

、

。

。

に
反
対
し

討
論
も
行
い
ま
し
た

意
見
書
７
件
は
全
会
一
致
で
採
択

党
県
議
団
が
紹
介
議
員
と
な
っ
た
請
願
は
４
件
で
し
た
。

県議神山悦子

県議長谷部淳

日
本
共
産
党
福
島
県
議
団

電

話

〇
二
四
（
五
二
一
）
七
六
一
八

〇
二
四
（
五
二
三
）
三
二
五
六

F
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
裏
面
も
お
読
み
下
さ
い
】

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
続
で
借
金
増
大

佐
藤
県
政
の

年
―

16

生
活
と
市
町
村
応
援
の
施
策
充
実
こ
そ

県立病院
県立社会福祉施設

県立大学

プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
白
紙
撤
回
。
今
後
こ
と
は
一
切
考
え
な
い

総
括
審
査
会
で
質
問
に
立
っ
た
長
谷
部
淳
議
員

は
、
原
発
問
題
で
不
正
事
件
発
生
後
、
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
見
直
し
を
提
言
す
る
県
の
姿
勢
を
確
認
し
、
東

京
電
力
福
島
原
発
で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
導
入
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

佐
藤
知
事

は
「
白
紙
撤

回

し

た

の

で
、
そ
の
後

の
こ
と
は
一

切
考
え
て
い

な
い
」
と
答

弁
し
、
長
谷

）総括審査会で質問(３月18日

部
議
員
は
「
今
後
も
白
紙
撤
回
は
変
え
な
い

」

。

と
い
う
こ
と
と
理
解
し
た

と
の
べ
ま
し
た

准
看
護
師
な
ど
へ
の
支
援
を

ま
た

「
い
の
ち
・
人
格
・
人
権
の
尊
重
」

、

の
具
体
化
と
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
県
立

大
学
・
県
立
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
法
人
化

・
民
営
化
を
批
判
し
、
看
護
師
養
成
所
二
年

課
程
通
信
制
受
講
者
へ
の

支
援
や
、
高
齢
者
の
高
額

医
療
費
の
支
給
引
き
上
げ

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

原
発
運
転
再
開

代
表
者
会
議
で
結
論

県
議
会
の
代
表
者
会
議
（
自

民
・
県
民
連
合
）
は
、
３
月
３

日
の
第
二
原
発
３
号
機
に
続
い

て
、
３
月

日
に
は
第
一
原
発

16

４
号
機
の
運
転
再
開
を
容
認

し
、
県
当
局
も
容
認
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

３
月
２
日
の
県
議
会
の
エ
ネ

協
で
は
、
今
後
は
エ
ネ
協
で
議

論
せ
ず
、
代
表
者
会
議
で
の
確

認
だ
け
で
議
会
と
し
て
の
対
応

と
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

他
会
派
は
、
本
会
議
や
総
括

審
査
会
で
も
、
原
発
の
運
転
再

開
や
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て

ほ

と

ん

ど

ふ

れ

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

議

会

の

役
割
放
棄
で
す
。

全国順位に見る
(2001年度)福島県の姿

（65歳以上１人当）◇老人福祉費

157,300円・41位

（65歳以上10万人当）◇老人ホーム数

27.1・42位

（17歳以下１人当）◇児童福祉費

142,100円・47位

（0～5歳人口10万人当）◇保育所数

27.1・42位

（100床当）◇一般病院常勤医師数

7.2人・46位

◇一般病院在院患者数

（常勤医師１人１日当）

10.8人・８位

（人口100万人当）◇身障者更正援護施設

7.1人・47位

人口10万人当）◇消防吏員数（

110.1人・34位

◇火災のための消防機関出動回数

人口10万人当）（

130.5回・４位

２００４年



２
月
定
例
県
議
会
で
県
文

化
振
興
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、

２
月
定
例
議
会
に
先
立
ち
、

２
月
７
日
に
県
内
の
文
化
団

体
の
関
係
者
の
方
々
と
の
懇

談
会
を
持
ち
ま
し
た
。

文
化
団
体
の
方
々
か
ら
、
県
が
文
化
・
芸

術
に
か
か
わ
る
関
係
者
な
ど
か
ら
意
見
を
聞

き
、
条
例
案
に
反
映
さ
せ
る
姿
勢
の
不
十
分
さ

や
短
期
間
の
審
議
で
条
例
案
を
ま
と
め
て
し
ま

っ
た
感
が
い
な

め
な
い
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意

見
を
今
後
の
振

興
プ
ラ
ン
に
盛

り
込
む
よ
う
に

働

き

か

け

ま

す
。

県
民
諸
要
求
を
掲
げ
て
交
渉

―
―

み
ん
な
で
新
し
い
県
政
を
つ
く
る
会

―
―

１
月

日

「
み
ん
な
で
新
し
い
県
政
を
つ
く
る
会

（
代
表
・
亀
田
英
俊
県
農
民
連
会
長
）
は
、
新
年
度

、

」

30

県
予
算
へ
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
、
対
県
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
交
渉
に
は
党
県
議
団
の
神
山
悦
子
、

長
谷
部
淳
両
県
議
も
同
席
し
ま
し
た
。

小
川
英
雄
「
つ
く
る
会
」
副
会
長
（
県
労
連
議
長
）
が

「
県
民
生
活
の
実
態
を
踏
ま
え
た
切
実
な
要
望

、

で
あ
り
、
ぜ
ひ
実
現
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後
、
県
の
各
部
署
か
ら
事
前
に
提
出

し
た
要
望
書
に
も
と
づ
い
て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

、

人
学
級
拡
充
・
乳
幼
児
医
療
費
社
保
窓
口
無
料
化

30市
町
村
国
保
へ
の
支
援
を
求
め
る

交
渉
の
中
で
、
県
議
会
が
全
会
一
致
で
決
議
を
上
げ
て
い
る

人
学
級

30

の
拡
充
や
福
島
市
で
昨
年

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
乳
幼
児
医
療
費
社

10

保
窓
口
無
料
化
は
県
が
や
る
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
で
あ
る
と

主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
国
保
会
計
へ
の
県
と
し
て
の
財
政
支
援

な
ど
を
強
く
も
と
め
ま
し
た
。
な
お
、
保
健
福
祉
部
に
つ
い
て
は
、
１
月

日
、
個
別
に
部
長
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

16

県
議
会
の
海
外
視
察
の
中
止
を

県
民
生
活
の
実
態
か
ら
見
て
、
県
議
会
の
海
外
視
察
は
、
決
し
て
県

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
県
議
団
と
し
て
海
外
視
察
に
は
参
加
し
な
い
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。
県
議
会
の
行
政
視
察

そ
の
も
の
は
、
地
方
政
治
に
つ
い
て

の
先
進
的
な
行
政
を
県
政
に
生
か
す

う
え
で
も
、
見
聞
を
広
め
る
う
え
で

も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
、
公
費
を
使
っ
て
の
海

外
視
察
に
つ
い
て
は
中
止
す
べ
き
と

し
て
３
月

日
、
議
長
に
申
し
入
れ

16

ま
し
た
。

新
年
度
よ
り

県
立
高
校
授
業
料

免
除
基
準
を
緩
和

経
済
的
な
理
由
で

高
校
授
業
料
未
納
が
増
え
る

不
況
の
長
期
化
と
と
も
に
県
立
高
校
授
業
料
を
未

納
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
い

ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
基
準
額
が
生
徒
の
世
帯
構
成
に
応

じ
て
設
定
さ
れ
、
年
収
の
免
除
基
準
額
を

％
程
度

10

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

基
準
額
は
４
人
世
帯
で
従
来
の
「
二
四
七
万
二
千

」

「

」

、

円
以
下

か
ら

二
六
九
万
三
千
円
以
下

と
な
り

対
象
世
帯
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

日本共産党県議団のコメント

佐藤栄佐久知事の５選出馬表明にあたって

2004・2・26 日本共産党福島県議団

佐藤県政の４期１６年間は、自民党政治の悪政をその

まま県民に押しつける役割を果たしてきたものである。

そのことは、基幹産業である農林水産業のとどまるこ

とのない衰退、地場産業の不振などに現れている。バブ

ル崩壊後も小名浜東港、空港滑走路延長、トラハイ、未

来博など大型プロジェクトに連続して着手し、借金を増

やし、一方で、県民の切実な要求である医療、福祉、教

育などを後回しにしてきたことにも明らかである。

わが党は、県議会唯一の野党として佐藤県政を厳しく

追及してきたが、今後もその立場で対応していく。

ますます切実県民のくらし

【紹
介
し
た
請
願
の
結
果
】

◇
「
点
字
等
に
よ
る
選
挙
公

報
の
発
行
に
関
す
る
規
定
の

公
職
選
挙
法
へ
の
設
定
」
を

求
め
る
国
へ
の
意
見
書
（
県

視
覚
障
害
者
協
会
）
は
全
会

一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
県
労
連
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
意
見
書
」
は
趣
旨

採
択

「
雇
用
確
保
を
求
め

。

る
意
見
書
」
は
継
続
扱
い
と

さ
れ
ま
し
た
。

県議団ホームページが新しくなりました
http://www.jcp-fukushima-pref.jp

県議団のホームページが新しく生まれ変わりました。２

月１０日、リニューアル・アップロードとなりました。現

在までのアクセスは１万人を突破しました。ぜひ、ご覧に

なってください。

県
内
の
フ
リ
ー
タ
ー

２
万
５
千
〜
３
万
人

若
者
の
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
福
島
市
、
郡
山

市
、
い
わ
き
市
の
３
ヶ
所
に
設
置
し
て
若
者
の
支

援
を
行
い
ま
す
。




